









調 査 期 間　　平成 24年 8月 5日～8月 26日、9月 3日～9月 6日





































































































調査で古墳主軸の西側のやや広い範囲を調査区とし、第 3トレンチ b区とした。第 1次調
査第 3トレンチは第 3トレンチ a区と改称した。
トレンチ内の表土を除去し、墳丘上面を検出した。全体に礫が散らばっており、トレン






































































写真 4　第 4トレンチ b区　北側


































































































































第 3図　後円部南側（左 : 第 5トレンチ b区　右 : 第 4トレンチ b区）
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福島県喜多方市　灰塚山古墳第 2次発掘調査報告




頂平坦面の北西 4分の 1の領域に設定し、後に北東 4分の 1の領域も発掘対象とした。前
















































































































（1）　第 6トレンチ　東側くびれ部の調査（第 6図　写真 8～9）
第 6トレンチはくびれ部の墳丘構造を把握するとともに、墳端を確認することを目的と
して設定した。トレンチは東側くびれ部と想定される部分に墳頂平坦面から西側にあたり、





































































































































































































































は長く不明であった。昭和 61年に福島県立博物館により測量調査が行われ、全長 61.20 m
を越える大型前方後円墳であることが判明した。測量調査の段階で、灰塚山古墳が独立丘
陵のほぼ全体を利用し、丘陵の一部を改変することで前方後円墳の姿を作り出しているこ
とが予想された。また、前方部が高く作られている点に特色があり、東北地方の他の古墳
とは違う様相がある点も注目された。
昨年度実施した第 1次調査では前方部と後円部の墳端を確定するとともに、地山を削り、
削られた土を盛ることで墳丘が作り出されていること、後円部にはテラスがある可能性が
確認された。後円部、前方部ともに墳頂部の様相を小規模なトレンチを設定して検討した
が、明瞭には把握できなかった。
今年度の第 2次調査では、後円部、前方部墳頂平坦面、墳丘くびれ部を対象とした。
後円部墳頂平坦面は従来から塚状の遺構があり、近年攪乱を受けていることがわかって
いた。調査では塚状の遺構は上段に円形の高まりがあり、下段が一辺 10 m前後の略方形
を呈することが判明した。上段は攪乱で掘り出された土が積まれたものであると考えられ
たが、下段の方形檀が古墳に伴う施設であるのか、隣接する新宮城跡と関わる可能性があ
るのか現状では判断できない。前方部墳頂平坦面には集石遺構が確認されたが、所属時期、
性格ともに不明である。
くびれ部の調査では東西の墳端を確認するとともに、前方部、後円部と同様の墳丘構造を
持つことが判明した。また、後円部から前方部への墳丘の接続状況を把握することができた。
第 2次調査では墳頂平坦面の様相を把握し、墳丘構造をほぼ明らかにすることができた。
来年度は後円部墳頂の塚状遺構を掘り下げその時期、性格を探求すると共に後円部の東西
の墳丘部分を調査し、後円部形態、テラスの範囲等を明らかにしたい。
 （辻　秀人）
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